
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 

2017年 1月号  NO．３９５ 

日本共産党江南市委員会 電話 55-9890 

日本共産党江南市議会議員 

かけのまち子、森ケイ子、東よしき 

衆院議員 

しまづ 幸広 
衆院愛知１０区予定候補 

いたくら正文 

今年は、日本を戦争する国にさせない「野党と市民の共闘」

をさらに大きく発展させ、安保法制推進勢力と対決です。 

国政選挙で選挙協力を発展させ、衆議院でも参議院でも「改

憲勢力3分の2体制」を打破し、与党とその補完勢力を少数

派に追い込むためにがんばります。 

市民の暮らしと福祉を守るため議員団の力を発揮します。 

今年もよろしくお願いします。  日本共産党江南市議員団 

衆院議員 

もとむら 伸子 

 

 

 

１１月８日の臨時議会で、古南小・布袋小

に学童保育所を新たに建設することが可決さ

れ、現在建築中の古東小と合わせ、当面すし

詰め状態が解消されることになります。 

一方、4 月から学童保育料が３年かけて順

次値上げされます。8 月は夏休み加算で

2500円から6000円になります。 

学童保育に様々な要望があることから、議

員団として懇談会を開催しました。 

今後学童保育の充実を求めて「学童保育と

子育てを考える会」を発足し、運動を進めて

いくことになりました。 

現在アンケートが行われています。アンケ

ートには「自宅兼店舗で商売をしていたり、

70 未満の祖父母がいると預かってもらえな

い」などの切実な声が寄せられています。 

学童保育料の値上げストップ、保育内容の

充実に向けて努力します。 

2市2町は、扶桑町小渕区の同意を

得ることなしに、新ごみ処理施設の建

設地を「中般若町北浦地区」と強引に

決定しました。 

平成37年度稼働めざし、急ピッチ

で事業を進めています。約 3ha の建

設地を確定して地主説明も終え、今年

度中に、国への交付金申請に必要な地

域計画や新施設整備計画も策定する

予定です。4月には新しい一部事務組

合が設立される見込みです。 

新施設の具体的な中身となる整備

計画案を、僅か2か月という短期間の

協議で固めてしまうなど、住民参加は

形だけの急ぎようです。 

 
 

廃プラスチックを焼却ごみに加え 

77項目にわたる新年度予算要望書を12月19日、市長宛に提出しました。 

子育て支援では、病児・病後児保育を市内で行うこと。教育では、すべての学校

に図書館司書を。介護保険の改悪によって総合事業に移行する「要支援Ⅰ・Ⅱ」の

人も現在のサービスを維持すること。 

教育、福祉、公共交通、浸水対策、新ごみ処理施設についてなど、市民の皆さん

から寄せられた要望や、市政の課題、一般質問で取り上げてきた問題等それぞれ切

実で、重要なものです。 

詳細は日本共産党江南市議団のホームページをご覧ください。 

る方針には、不安と再考を求める声が

あがっています。長年の分別資源化の

努力を無にし、発電を優先すればごみ

は減りません。 

新施設の処理方式をどう選ぶか（従

来の焼却方式か、ガス化溶融方式か）

によって、ごみの分別、維持管理経費、

直営継続か民間運営か、など基本的な

部分の行方が全く違ってきます。安

全・安心を切望する地元住民の声に応

えるためにも、発電ありき、溶融炉あ

りき、民間ありきであってはなりませ

ん。 

もっと時間をかけ住民参加で、十分

な数字の根拠に基づいて 

議論を尽くすべきです。 新築中の２階建て 

学童保育所 

古東小学校 


